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［：ウクレレ濁習］

ウクレレと l :r どんな楽器か？

ウクレレは，ハワイの特有楽器で，近頃アメリカでは盛にもてはやされてゐ

る。それは極〈簡単に和音を出す事ができて，濁唱そのほか流行歌や流行曲

の伴奏をするの iこ趨 ι てゐるからである。ウクレレでも，上手になると濁奏

芭して，メロデイさ伴奏之を漏りで弾くことが出来るが，此の楽器は伴奏楽

器として出来てゐるものであるから j その方が能率があがるのである。まづ

進歩した民来楽器として推稽すぺきものである。

ウクレレに用ゐる楽譜

ウクレレは，伴奏を司るものであるからj 略譜だけの智識では工合がわるい。

本譜の初歩だけを知ってゐなげればならない。 こさに音の名を A,B,C ・…・・等

でおぼえて置く必要がある。然し近頃では， ウクレレの押さへ方を固解的に

して譜に代用しであるから，楽譜の深い知識はいらなくて i梼む。

ウクレレの持ち方

ウクレレは，ギタアのやうに持つのであるが，左手の揖指の第一関節ご示指

の第三関節さで梓を捜む。手の掌は決して指板の背中へつけではならない。

ま？と栂指を指板の裏の中央にゐてるやうにしてもよし、。右手は前腕の真中を，

ウクレレの下部に固定 L，楽器の動かぬやうにする。

弾 き 方

聞くのは，右の五指で『打ちJJ <: u掬ひJl （！を交互にして，毎回四絃を皆鳴ら

すのである。
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合 I!.調子 方ぜの

絃はヴァイオリンの E 絃（第一粒）をウ

クレレの B 及 A の罪主に用ゐ，ヴ 74 オ

リンの A 殺をウクレレの D と F 詳ごに

用ゐるのである。

注意

第三粒よ b 昔が高い事がヴァイオリン

ウクレレは第四粒が第二粒や

第四位第三粒第二殺第づ主
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掬打ものさきは示指の爪の角が粒にふれ，

ひのごきは指先の肉で揮く

のである。

需差
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き
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五指は間隔五ロールの揮き方は，

打ものさきは分位づつにひろげ，
ひール掬ロ（丙）

小指から順究に栂指が最後になり，

小指掬ひのときは揖指が先きで，
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方，，...，、さ押の伴奏

初歩のうちは， その押さへ凡べてウクレレは複昔を押さへるのであるから，

決し押へ庭の構園ごを畳えこんでしまへ t.1•'

固解

容易に出来るのでゐる。

の所，、さ

譜の形と，

押

て困難なものではなく，

方はむづかしいが，

頗るわか句易い。押さへ所はウクレレの語ーには闘解を用ゐるので，

数字は押さへ黒玉・は押さへる所，白玉 O は放殺の意味，F非 BA,. D 

る指の番競で，示指（ 1），中指（ 2），薬指（3）；小指（4）である。下。中中

固の如きは A,D,F 替に B の一昔竿上 I) IlfJ ち D でゐるから此
の｜

~ p事~

の如き和粒 i二なってゐるわりでゐる。（Aの

昔はオクテーヴ下の昔のつも b iこなって

ゐる）
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F 調の各和弾園解
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(C調失属和粒に同じ） I 

（第 3 頁参照）
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D 長調の和粒
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主 V ’，
A七 G長

(D 調主和紘）
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（第 3 頁奉照）

以上の説明『C 長j ~いふのは C の上に作られた長和粒 （三和音 C, E, G）のこ

さ，『G 七J さいふのは G の上に作られ？と七の和絃 （四和音 G, B, D, F）のこ

とである。以上があらまし分ったなら究に普通卒易な楽曲の伴奏として現は

れて来る和絃じついて去る式園を示すから，それを諸記すればj ウクレレ伴奏は

容易く出来るのである。向以下の表には短和絃があるからそれには『A 短』

といふ嵐に記しである。此の略記競さへゐれば譜も園解もな〈ても弾りな〈

ではならないのである。
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主要なる各調和粧の固解
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